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１． はじめに 

 近年，多くの Webサービスが Web APIを公開し，

Web APIを通して多様なデータが利用可能になっ

た．また Linked Open Data(LOD)のようなデータ

公開・利用の標準化技術に基づいたデータも Web

上に存在するようになってきた．そして，多様

なデータを複数組み合わせるマッシュアップア

プリケーションが多く作られ，新たなデータ活

用が行われている．例えば，「Yokohama Art 

Spot」[1]は，LODAC Museum，ヨコハマ・アート

LOD，PinQA のデータを連携活用して，横浜市内

のアート関連情報を提供する. 

 多くのデータが公開され，それらを利用した

マッシュアップアプリケーションが作られてい

る一方で，実現したいサービスに合うデータが

存在しない場合や，不足している場合もある．

存在するデータの活用も重要であるが，新たな

データ，特に機械可読な構造化データを作成す

ることも重要である．構造化データ作成には，

自然言語処理や機械学習によって非構造化デー

タから作り出す方法[2]，人手によって作り出す

方法[3]がある．人手によって作り出す方法は，

自由なデータ作成が可能である一方，データ作

成者にデータ構築のための過度な負担をかけな

い仕組みが必要である． 

そこで，本研究では「どらべる.jp」という，

ユーザが旅行を計画することで自然に構造化デ

ータを生成し公開する Webアプリケーションを提

案する．一般的に，旅行計画者は Webサイトや旅

行雑誌等の構造化されていない情報源から旅行

先について調査した内容を構造化し，紙等に入

力してまとめる事でスケジュールを生成すると

考えられる．我々は，この旅行計画者が調査し

た内容を構造化し入力する点に着目し，これを

アプリケーション上で行う事で，ユーザはデー

タを生成する事を目的とせずに構造化データを

生成できると考えた． 

 

２．どらべる.jp 

 どらべる.jp は，スケジュールの構成作業を繰

り返しできるインターフェースを用意して，旅

行のスケジュールの調整をより簡易に実現する．

さらに，旅行の計画において煩わしい移動時間

の計算や交通費，旅費の算出は自動で行う．ユ

ーザは指定する項目に旅先の情報を入力して，

スケジュールで利用できる目的地カードを作る．

これをドラッグ&ドロップすることで，自動で移

動時間，予算が算出される． 

 どらべる.jp の構成を図１に示す．本アプリケ

ーションでは Google Maps JavaScript API V3， 

kousoku APIを活用した．どらべる.jp は，スケ

ジュールの構成・予算の計算を行う「クライア

ントモジュール」と，HTML ファイル，データベ

ースがおいてあり，クライアントおよび Web API 

でデータを公開しているサーバーと通信を行う

「Webサーバーモジュール」，各「Web API で機

能を公開しているサーバーモジュール」から構

成される． 

 
図１：どらべる.jpの構成 

 2.1利用した API 

 ・Google Maps API Javascript V3 

Google Maps API Javascript V3 は Google 

が提供している API である．JavaScript の

ライブラリを提供している．地図の表示に加

え，経路の探索，ポリライン・マーカーの表

示，ジオコーディング，有名地点の検索等を

行うことが出来る． 

・kousoku API 

kousoku API は株式会社ゴーガが提供して

いる API である．インターチェンジ(IC)名か

ら IC 間の高速料金を xml 形式のデータで取

得できる．都道府県名から，その都道府県に

ある IC 一覧を取得することもできる． 
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2.2インターフェースの設計 

アプリケーションの画面は図２の様にマップ，

マップに重ねて設置したスケジュール表，右側

にあるパレットから構成される．ユーザは図３

に示す入力フォームに，目的地名，滞在時間，

目的地で使う金額，目的地の住所を入力するこ

とで，スケジュール表上でドラッグ＆ドロップ

可能なカードをパレットに生成できる．目的地

カードは地図上のマーカーとリンクしており，

目的地カードが生成されると同時に地図上にマ

ーカーが表示される．マーカーとカードを同時

に認識できるよう，スケジュール表は半透明の

レイヤーとしてマップ上に重ね，スケジュール

表とマップを切り替えられるようにした． 

 

 
図２：どらべる.jpのインターフェース 

 

 
図３：カード生成用入力フォーム 

 

2.3移動時間，旅費算出機能 

目的地カードには位置情報が含まれている．

目的地カードをスケジュール上でドラッグ＆ド

ロップすると，前後するカードの位置情報から

目的地間の経路および移動時間を Google Maps 

API JavaScript V3から取得する．マップ上に

経路，移動時間を表示し，スケジュール上に移

動時間をスケジュール表の背景の色を変化させ

て表示した．同時に目的地間の移動距離を取得

し，事前にユーザに入力してもらうガソリン価

格・燃費情報からガソリン代を算出する．また

高速道を利用する場合， Google Maps API 

JavaScript から取得した目的地間のテキスト

形式の経路情報から IC 名を取得する．得た IC 

名を kousoku API にクエリを送信し，高速料金

を取得したのち，クライアントサイドでガソリ

ン代，高速代を足し合わせて交通費を算出する．

同じ名前の IC が複数存在するために高速料金

が取得できない場合は，まず Google Maps API 

JavaScript V3 から目的地の都道府県情報を取

得する．さらに kousoku API の都道府県名から

の検索を行い，取得した IC 名に一致するもの

を再度 kousoku API を提供するサーバーに送信

することで高速料金を取得する． 

 

2.4 Linked Data 作成機能 

ユーザはカードを生成する際に目的地名，滞

在時間，目的地で使う金額，目的地の住所を入

力する．この入力項目の内，滞在時間，目的地

で使う金額はユーザによって異なる為，目的地

名，目的地の住所，および Google Maps API 

for JavaScript V3 を利用して取得した目的地

の緯度経度情報をデータベースに登録した．そ

して, 登録したデータから CSV形式のファイル

を生成し，LOD プラットフォームを利用して

Linked Dataを作成する． 

 

３．まとめ 

本稿では，ユーザが意識せずに構造化データ

を生成し公開する旅行計画支援 Webアプリケーシ

ョンどらべる.jpを提案した． 

今後は，観光地の位置情報意外の情報を構造

化データとして公開していく事を目指し，ユー

ザが位置情報以外の構造化された観光情報を利

用して旅行計画を立てられる様にアプリケーシ

ョンを改善していく． 
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